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今月号の表紙

安心・安全を守る
消防力　強化！

　今年度、新車両２台を配備した府中町消防本部・署。昭和42年から、
府中町の火災予防・消火、救急、救助はもとより、自然災害への対応
など広範囲にわたり、「町民の安心・安全」の担い手として、業務を遂
行しています。今月は、府中町消防の活動の一部を紹介します。

導入した新車両2台のう
ち1台には、「ＣＡＦＳ
（キャフス）」という、
泡を使用した消火ができ
る機能を装備。消火活動
の幅が広がりました。

【消防隊】火災現場は危険が多く、人命救助を最優先で行うため、日々訓練を行い技
術の向上に努めています。また、１秒でも早く出動できるように、事前に防火服を長
靴にセッティングするなどの工夫をしています。

問 消防本部　☎286-3119
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表
紙
の
新
車
両
は
、
車
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フ
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ム
の
ア
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ミ
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軽
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資
機
材
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ス
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よ
り
、
空

気
呼
吸
器
な
ど
の
装
備
品
が
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し
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い
ま
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。
ま
た
、
狭
い
地
区

や
、
災
害
時
の
道
路
状
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悪
い

場
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で
も
通
行
で
き
る
よ
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、
車
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を
小
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新
車
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ち
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消
火
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で
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火
に
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し
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を
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り
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射
す
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の
で
、
水
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数
十
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消
火
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あ
り
ま
す
。
消

火
に
必
要
な
水
源
が
少
な
い
高
速

道
路
上
で
の
車
両
火
災
や
林
野
火

災
、
ま
た
建
物
火
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の
延
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防
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ど
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な
い
水
で
も
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放

水
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放
泡
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可
能
と
な
り
ま
す
。

府
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府
中
町
の
消
防
は
、「
消
防
本

部
」｢

消
防
署
」「
消
防
団
」
か
ら

な
り
ま
す
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消
防
署
に
は
、
火
災
発
生
時
に

消
火
や
延
焼
防
止
を
行
う
「
消
防

隊
」、
急
病
人
や
け
が
人
に
応
急

の
手
当
を
行
い
な
が
ら
医
療
機
関

へ
搬
送
す
る
「
救
急
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」、
火
災

や
交
通
事
故
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で
の
人
命
救
助
を

行
う
「
救
助
隊
」
が
あ
り
、
各
隊

は
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度
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専
門
性
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し
、
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
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え
て
い
ま
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消
防
団
は
、
地
域
の
安
心
、
安

全
の
た
め
に
活
動
し
、
地
域
の
消

防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

の
豪
雨
災
害
で
は
、
多
く
の
消
防

団
員
が
出
動
し
、
災
害
の
防
御
活

動
や
、
住
民
の
避
難
・
支
援
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

❹

❸ ❶

❷

写真③④【救急隊】写真④は救急車内。救急車には観察や処置に
必要なさまざまな資器材を装備。救命率の向上につなげるため、
昨年から新たに画像伝送システムを搭載。救命救急センターの医
師とリアルタイムに情報を共有できるようになりました。（職員の
左手にあるタブレットでシステム操作。心電図等の情報と、車内
に設置のカメラで傷病者の様態を医師へ伝達）

写真①②【救助隊】はしご車のはしごを伸ばすと最大で地上30
ｍ（マンション10階の高さに相当）になります。救助工作車には、
450点を超える資機材を装備。熱の温度やガスを検知する測定器
や車を破壊する機械などの特殊な資機材もあります。

　消防職員は、平時には消防本部職員として
事務を行い、町民の生命・身体・財産に直結
する災害時には消防署職員として瞬時に切り
替わり対応します。
　平成30年7月豪雨災害では、災害発生から20
日の間に救助活動・避難誘導・応急工作など
約60件の災害に対応しました。今後もより一
層、あらゆる災害対応ができるよう、職員に
対して計画的に訓練や研修を行っていきます。
　災害の当事者は「災難が降りかかる、自分
が災難に遭うとは思ってもみなかった」とい
います。災害は突然やってきます。みなさん
には、普段から関係機関と協力し、もしもの
ときの備えをお願いします。これからも、町
民のみなさんが安心して暮らせるまちづくり
に、みなさんとともに取り組んでいきます。

寺西 消防署長
「７月豪雨災害では、ボランティア
など多くのみなさんが、炎天下の中、
汗を流し活動していただいたこと、
職員一同感謝申し上げます」

消
防
団
員
募
集
中　

あ
な
た
も
町

を
守
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

2019年3月　広報ふちゅう3


	ふちゅう3月号_HP用_Part2
	ふちゅう3月号_HP用_Part3

